研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　介護支援専門員　氏　名　　熊谷　恵美

	期　　間　　平成　28　年　2月　10日　

	出張目的　高齢者虐待防止研修会参加のため

	出 張 先　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


テーマ「介護が虐待にならないために　～認知症の方への介護のポイント～」

講師：認知症介護研究・研修仙台センター　主任研修研究員　矢吹　知之　氏

研修を終えて学んだ事を３つまとめそれぞれについて報告する。

○高齢者虐待について

　高齢者虐待の要因や種類、考え方、虐待かどうかの判断の目安、相談先の講義を聴く事で自分が今まで理解していたのは、ほんの一部分だったのだなと感じました。虐待の種類は知っていましたが、判断の目安については、何となく聞いた事がある程度だったので、資料と講義を聴くことで理解を深めることが出来たと思う。

○尊厳について

　これまで参加してきた研修では、尊厳について述べる場合、大抵は憲法を引用していたと思うが、今回の講師の方は偉人の言葉を引用していたところが印象的であった。

「人格に関わる、何者にも優先し、他のもので取って替わることのできない絶対的な価値」(ｶﾝﾄ)

解釈としては⇒人が単なる手段やモノ扱いされた時、人は尊厳を侵害され傷つくとの事。

憲法よりも理解しやすく、受け入れやすい言葉だと感じた。

年齢や認知症であるかないかは関係ないという部分は、障害者に対する時に偏見をもたず、健常者と同様に接するという考え方「ノーマライゼーション」の考え方と似ている。また、介護支援専門員の基本倫理に、「人権の尊重」や「公平性」というものがあり、やはり内容が似ている。人と関わる際には「尊厳の保持」というのは欠かせないものであり、専門職であればなおさら留意して対応しなければならないのだと改めて感じた。

○認知症のケアについて

　虐待の要因１位が「介護ストレス」であり、その予防の為には「孤立感の解消」や「認知症の理解」が必要であるとの事だ。私は、「介護にストレスはつきものだ」と考えているし、自分自身が在宅介護を経験していない為か、その要因までは考えたことが無かった。そのため「孤立感」が要因と知り、はじめは驚いたが講義を聴くことで納得出来た。

　その理由は、介護で手いっぱいになると「平和」「中立」「会話」「お金がかからない」「近い・行きやすい」「友人がいる」という、お気に入りの場所・落ち着く場所がなくなる傾向にあるそうだ。行きつけの場所（サードプレイス）をもつという事は、精神的な安定や生活を潤すことが出来るとの事。つまり、孤立感を感じている人の中には、このような場所がなく、精神的に不安定な毎日を過ごしている為に虐待をしてしまう可能性が高いのだなと思った。相談業務などで、ご家族と関わる際には、以上のことも踏まえて関わって行きたい。

○まとめ

　今回のようなテーマの研修へは、これまで参加した事がなかった為、とても貴重な研修であったと思う。研修の内容と、専門職としての倫理を併せて、現在の自分に置き換えて考えると、「介護のストレス」に関して言えば専門職として中立な立場でスタッフと関わっていく必要があると思う。利用者の状態だけでなく、サービスを提供するスタッフの状態も留意して、利用者や家族だけが満足するのではなく、ケアをする側も満足できるサービス提供を目指し、日々の業務にあたっていきたい。
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